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１ 【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象

が発生いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第

19条第２項第12号及び第19号の規定に基づき本臨時報告書を提出するものであります。

　

２ 【報告内容】

　(1）当該事象の発生年月日

平成25年７月16日（当社取締役会決議日）

　
  (2）当該事象の内容

当社は、会計上の見積りの変更として、たな卸資産の評価基準を変更し、当該変更による影響額を特

別損失に計上いたします。

　当社は、お客様に楽しんでいただくため、今までになかった独創的なワン・アンド・オンリーの店舗

の空間の創造を目指しており、商品の仕入・陳列・店舗の演出についても店長に権限を委譲しており

ます。

　この方針により、店舗が画一的ならずに、個々の店長がそれぞれの空間を演出することで、商品は陳腐

化することなく長期的に売れ続けると判断し、仕入後一定期間を超過した商品を営業循環過程から外

れたものとして評価減を行ってきました。

しかしながら、現在、既存店売上高前年比が長期間低迷する中で、店舗空間の演出力が弱まってきてお

り、商品力に頼った販売や仕入が増加傾向にあります。さらに、消費者の嗜好の多様化・変化の速度が

速まっていることから、商品ライフサイクルの短縮化が進み、在庫の陳腐化リスクが高まりつつありま

す。特に、当連結会計年度においては、既存店売上高前年比が93.7％と、当社上場以来最も低く、その一

方で、1 店舗あたり在庫金額が最も増加する状況となったことで、在庫評価リスクが高くなってきてお

ります。

　このような状況のなか、当連結会計年度において本部組織の見直しを行い、店舗業務の見直しや営業

施策支援を行う営業企画部を新たに設置することで、店舗運営の支援機能の強化を図っております。ま

た、平成26年5月期よりPOSシステムを稼働することで、従来よりも本部での店舗別の商品動向・販売状

況の把握が可能となり、これらを分析し、必要な対策を講じる商品本部を新たに設置することで、より

精緻な在庫管理を実施できる体制としました。

このような変化を受けて、たな卸資産に係る収益性の低下の事実をより適切に財政状態及び経営成績

に反映させるため、たな卸資産の評価基準の見直しが必要な状況であると判断しました。

　その結果、従来、「仕入から一定の年数を経過した場合に、100％帳簿価額を切り下げる方法」を採用

しておりましたが、「過去の販売実績及び今後の販売予測を考慮し、段階的に簿価を切り下げていく方

法」へ変更しております。

　

  (3）当該事象の損益および連結損益に与える影響額

平成25年５月期の個別決算において4,691,887千円、連結決算においても同額を特別損失に計上いた

します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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